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　　　あなたが似合うって言うなら……







「どう？　一颯いぶき君、可愛い？」

　買ったばかりの高校の制服に袖を通した愛梨あいりは、俺の前で、クルっとターンしてからそう尋ねた。

「うん、まあ、いいんじゃないか？」

「可愛い？」

「……可愛いよ」

「結構。……一颯君も、カッコいいわよ」

「あぁ、そう……」

　愛梨の言葉に俺は思わず頬を掻く。愛梨と同様に俺も四月から通う制服を着ている。

「ところで一颯君。相談があるのだけれど。スカート丈、どのくらいが良いと思う？」

「お前、入学早々に改造するつもりなのか……」

「だって、膝より下は野暮ったいじゃない。それにみんなしてるって話よ」

　俺たちの高校は校則が緩いことでも有名である。朝や夕方に見かける女子の先輩方もそこそこ短くしているので、ダメということにはならないだろう。

「このくらいとか、どう？」

　愛梨はそう言いながら、スカートを膝上十センチほど引き上げた。

　真っ白い太ももを前に、俺は慌てて目を逸らす。

「お、おい……はしたないぞ」

「え？　何？　……照れてるの？」

　しかし俺の忠言は愛梨には逆効果だったようだ。愛梨はニヤニヤしながら、さらに十センチほどスカートの丈を引き上げた。

「ほら、どう？　これくらいとか、可愛くない？　もうちょっと、上げようかしら？」

「分かった。真面目に答えるから、やめてくれ。……初日だし、あまり挑戦的なのはやめた方がいいんじゃないか？」

「むっ……一理あるわね。となると、どの程度かしら？」

「さっきのやつに一度、戻してくれ」

　俺の言葉に愛梨はスカート丈を、膝上十センチほどに戻した。

　人によってはこれでもかなり短いと感じるだろう。……愛梨の父親は眉を顰めそうだ。

「そのくらいがいいんじゃないか？」

「そう？　……もうちょい、いけないかしら？　あと五センチ」

「そこから五センチは……悪くはないが、初日からそれはどうなんだ？」

「じゃあ、あと二センチで。……どう？」

「うん、似合ってる」

　愛梨は足が長いので、もっと短くしても似合いそうではあるが……それを言うととんでもない短さにし始めそうなので、やめておいた。

「じゃあ、一颯君。この高さに手を置いて。スカート、折るから」

「はいはい」

　俺が手を置くと、愛梨はその高さになるようにスカートを折った。

　そして鏡の前で自分の姿を眺め、何度かポーズを取る。

　それから俺の前で再び、クルっとターンをしてみせた。

　ふわっと、スカートが広がり、白い太ももが見え隠れした。……ちょっとエロい。

「どうかしら？」

「あぁ、うん……綺麗だと思う」

　俺がそう答えると、愛梨は首を傾げた。

「綺麗？　……どこのこと？」

「え、いや、別に……」

　俺が言葉を詰まらせると、愛梨はニヤニヤと笑みを浮かべた。

「一颯君、脚フェチなの？　このムッツリスケベめ!!」

「見せてきたのはそっちだろうが……」

　こうしてしばらくの間、俺は〝脚フェチ〟ネタを擦られ続けた。
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